
 

本講座では、ドイツの国際家事メディエーション・センターである MiKK の実務家が講師を務め、

国際家事メディエーターとして活動するために必要な知識や技術を身につけるためのトレーニン

グをおこないます。本講座の使用言語は英語です。詳しくは、事務局までお問い合わせください。 

 

   受 講 料：無 料 

   定    員：先着 25 名 

   日     時：2020 年 1 月 24 日（金）、25 日（土）、26 日（日）の 3 日間 

（24 日と 25 日は 9:00～17:30、26 日は 9:00～14:30） 

＊各日、簡単な昼食をご用意しております。 

＊24 日の夜に懇親会を予定しております。参加費は 5000 円程度の見込みです。 

   会   場：大阪大学待兼山会館（24 日、25 日） 

         大阪大学会館（26 日） 
         https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/toyonaka/toyonaka.html 

          （大阪大学待兼山会館は 80 の建物、大阪大学会館は 31 の建物です） 

 
【講師】 

Christoph C. Paul 
弁護士、公証人、メディエーター。MiKK 理事長、ドイツ連邦家事メディエーション作業グループ前理事。

パウル・アンド・パートナー法律事務所所属。http://www.paul-partner.eu/ 

Christian von Baumbach 
メディエーター。ボン大学日本学部日本地域研究学科卒業。早稲田大学別科日本語専修課程修了。イェーナ

大学及びインターカルチャー協会で異文化間メディエーターの資格を取得。現在 MiKK 副代表。 

www.von-baumbach.de/ja 

Dr. Eva Schwittek 

弁護士。メディエーター。京都大学および東京大学での在外研究の後，マックスプランク研究所で博士号(法

学)を取得。ハイデルベルグ大学でメディエーターの資格を取得。https://rittershaus.net/ 

＊MiKK website → http://www.mikk-ev.de/  

 

【講座内容】 *スケジュールは変更となる可能性もございます。 

メディエーション基本技法（アクティブリスニング，リフレーミングなど） 

メディエーションの基本構造 

ロールプレイ（米独事案） 

ハーグ条約事案の特殊性（法的側面から） 

子どもの意見聴取 

＊26 日の 15:00~16:30 にフリーディスカッションの時間を設けています。 

 

【お問い合わせ先】 

大阪大学 MIFA プロジェクト事務局 

E-mail：mediation@law.osaka-u.ac.jp 

TEL: 06-6850-6603 FAX: 06-6850-5146 （担当：山田） 

★MIFA プロジェクトホームページはこちら → http://www.law.osaka-u.ac.jp/mifa/ 
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